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研究成果の概要（和文）：本研究は、第一次世界大戦を、単なるヨーロッパ列強の戦争ではなく「世界戦争」として、
戦闘員のみならず非戦闘員までを当事者とし、その日常生活や知性・感性のありようまで根底から揺るがした「総力戦
」として、必ずしも1918年11月に終結せず、その後の世界の歩みを根底的に規定しつづける「未完の戦争」として捉え
、現代世界の基礎を据えた「起点」の歴史的意味を多様な視点から明らかにした。本研究の成果である論集や単行本シ
リーズは、依然としてヨーロッパ中心主義的な欧米における第一次世界大戦像に代わりうる全体像を提示した点で大き
な学術的意義を有し、今後の必読文献となるであろう。

研究成果の概要（英文）：This research project has suggested three basic perspectives for the study of the 
First World War. The first is globality, which does not only means that there were hostilities throughout 
the world but also means that the war brought about a global transformation. The second is totality, 
which means that the war provoked profound and radical changes in the lifestyles, ways of thinking, 
feelings and even unconsciousness. .The third is continuity, which means that we are still bound by the 
world created by the war. The project has made it clear that the First World War has to be understood to 
be the defining event of the modern world. The publications of the project have presented an alternative 
image of the war to that is more or less informed by Euro-centrism, which is still influential among the 
First World War studies in Europe and America. They will certainly be regarded as essential readings for 
the students of the First World War.

研究分野：法制史
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１． 研究開始当初の背景 
第一次大戦を契機として、戦争のグローバル
化、科学・産業界までも巻き込んだ総力戦の
浸透の中で科学技術崇拝は進み、技術開発競
争は激化する。他方で「西洋の没落」が叫ば
れ、理性への不信や教養文化の貶下も進行し
た。さらに国際連盟下において戦争犯罪概念
が生まれるなど、現在でもわれわれは第一次
大戦がもたらした衝撃の只中にいる。欧米に
おいては、（第二次大戦ではなく）第一次大
戦こそを本来の 20 世紀の起点と位置づけ、
個々の研究者にはその総体をフォローする
ことも困難なほど膨大な研究成果が送り出
し続けられてきた。しかるに、日本における
第一次大戦研究の蓄積は、日露戦争や第二次
世界大戦のそれと比べて貧弱であり、同時代
の日本とその植民地に及ぼしたインパクト
も、「現代世界」に対するその歴史的な意義
も、充分に認識されているとは言い難かった。 
 
２． 研究の目的 
欧米においてさえも、戦争自体についての研
究は大量にあるにせよ、必ずしも大戦の「世
界性」および「持続性」について十全に明ら
かにされてきたとは言えなかった。例えば第
一次大戦を視察した日本の軍人が「総力戦／
持続戦（永久戦）」というビジョンを膨らま
せていき、それがやがてアジア・太平洋戦争
に至るとか、この「永久戦争」のビジョンと
は逆に「恒久平和」が模索されるようになっ
て、第一次大戦後の国際連盟の成立になると
いった、現代にまで至る事後的かつグローバ
ルなインパクトを視野に入れない限り、ヨー
ロッパ国内戦争を超えた世界戦争としての
第一次大戦の意味は見えてこない。本研究は、
第一次大戦のこうした人類史的意義を問い
直し、また「第一次大戦の世界戦争たる所以」
を、非西欧（＝日本／アジア）の視点を導入
することによって明らかにしようとするも
のであった。 
 
３．研究の方法 
本研究は、第一次大戦についての網羅的調査
を目指すものではない。ここで求められるの
は現象面における歴史事実の網羅ではなく、
むしろ的確な主題設定を行なうことにより、
上述の「世界性・総体性・持続性」のシステ
ムそのものを問うことにあった。従って本研
究においては、以下の三点の分析に重点が置
かれることになった。 
 
（１）世界性：日本／東アジアにおける日英
米中露の関係を事例として、第一次大戦が惹
き起こした国際関係のシステム変化を解明
する。ここで主題となるのは、戦争を通して
出現した世界の一体化であり、世界の一体化
がさらに戦争の世界化を促すというプロセ
スである。 
 
（２）総体性：いうまでもなく第一次大戦は、

政治経済、科学技術、マンパワー、文化芸術
など、すべての資源を戦争に動員する 20 世
紀的な国家システムの最初の実験場であっ
た。本研究における対象分野は、徴兵制度な
どの軍事制度はもちろん、芸術（音楽・絵画・
文学）ならびに生活（食糧・国債・医療）に
も及ぶ。その目的は、一見遠く離れて見える
諸現象の背後に、「動員」という新しい社会
システムの誕生を見出すことであった。 
 
（３）持続性：第一次大戦の戦後処理は、結
果的に無数の未決の諸問題を抱え込むこと
になる。例えば 19 世紀のナショナリズムが
大戦の悲劇を引き起こしたという反省を多
くの人が共有していたにもかかわらず、ヴェ
ルサイユ条約はある意味でそれと矛盾した
民族自決を謳い、確かにそれは国際連盟によ
る恒久平和の希求へとつながった反面、過激
なナショナリズムを増幅する契機となって、
それが第二次大戦の遠因ともなった。こうし
た民族問題と国際平和の構築の矛盾を事例
としつつ、「終わりきらなかった戦争」「第二
次世界大戦へと続いていく戦争」として、戦
間期との連続性の中に大戦を位置づける。 
 
４．研究成果 
（１）人文書院より『レクチャーシリーズ 
第一次大戦を考える』全 12 巻を刊行した。
このシリーズの執筆者のほぼすべてが本科
研プロジェクトに加わっており、高校／大学
の授業でも十分使用可能な平明さと学術研
究の最先端の知見との総合を目的とした。本
シリーズのほぼすべての著作が、新聞雑誌等
の書評の対象となっている。 
 
（２）岩波書店より『現代の起点 第一次世
界大戦』全四巻を刊行した。このシリーズの
執筆者の多くも本科研のプロジェクトに加
わっており、実質的に本科研の報告書ともい
える。朝日新聞をはじめとする新聞雑誌で大
きく書評として取り上げられ、全巻が再版さ
れた。本シリーズのキーワードは「総体性・
現代性・持続性」である。 
 
（３）ベルリン自由大学の International 
Encyclopedia of the First World War 
1914-18 プロジェクトに協力した。これはＥ
Ｕのサポートを受けつつ、従来の戦史中心／
ヨーロッパ中心／ナショナル・ヒストリー中
心的な第一次大戦観を克服すべく、第一次大
戦における「世界性」に焦点を当てた総合研
究を目指す壮大な計画であり、ヨーロッパ諸
国はもとより、トルコ、アメリカ、中国、等
から多くの国際的研究者が参加するそのエ
ディトリアル・ボードには、研究代表者の山
室も名を連ねている
（http://www.1914-1918-online.net/）。プ
ロジェクトリーダーの Oliver Janz 氏は、申
請者が 2014 年 1月 12・13 日に京都大学で行
った国際ワークショップ「第一次世界大戦再



考：100 年後の日本で考える」の招待講演者
の一人であり、その際に氏の International 
Encyclopedia of the First World War 
1914-18 と京都大学人文科学研究所の間の提
携契約を既に交わしている。 
 
（４）2014 年 1 月 12・13 日に京都大学にお
いて、国際ワークショップ「第一次世界大戦
再考：100 年後の日本で考える」を開催した。
本ワークショップにはジェイ・ウィンター
（エール大学）、オリヴァー・ヤンツ（ベル
リン自由大学）、ジョン・ホーン（ダブリン
大学）、アネッテ・ベッケル（パリ第十大学）、
ゲルハルト・ヒルシュフェルト（シュトゥッ
トガルト大学）という、この 20 年の欧米に
おける第一次大戦をリードしてきた研究者
五名を招待し、山室信一とともに講演討議を
行った。その内容は岩波書店の『思想』2014
年 10 月号に収録されている。 
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